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裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待

田

口

精

　
憲
法
第
八
十
】
條
に
よ
つ
て
、
最
高
裁
到
所
が
、
｝
切
の
法
律
・
命
令
・
規
則
叉
は
庭
分
を
審
査
し
、
そ
の
合
憲
違
憲
を
到
定
す
る
僅
能
を
付

與
さ
れ
、
憲
法
保
障
を
目
的
と
す
る
制
度
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
い
ま
、
憲
法
保
障
の
た
め
に
、
國
家
活
動
の
合
憲
性
を
維
持
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
目
的
を
も
つ
て
、
憲
法
的
規
範
に
基
づ
き
裁
剣
機
關
が
國
家
活
動
の
審
査
を
な
す
作
用
を
廣
く
憲
法
裁
到
と
す
る
な
ら
ぽ
、
日
本
國
憲
法
は
ま

さ
に
こ
の
種
の
制
度
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
な
ん
ら
の
論
議
も
な
く
是
認
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
わ
が
國
で
は
、

奮
制
度
の
下
に
お
い
て
、
特
に
實
質
的
な
法
律
審
査
椹
帥
ち
法
律
の
内
容
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
否
か
の
裁
到
所
に
よ
る
審
査
権
は
否
定
さ
れ
て

　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
外
國
に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
に
勤
す
る
批
到
が
多
か
つ
た
。
確
か
に
、
憲
法
裁
到
作
用
は
、
特
に
憲
法
裁
到
所
と
い
う

特
別
の
機
關
を
設
置
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
裁
到
と
政
治
と
の
衝
突
に
關
す
る
困
難
な
間
題
を
生
ず
る
。
丞
し
裁
剣
の
政
治
的
中
立
を
そ
の
本

質
と
し
て
、
嚴
重
に
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
憲
法
裁
剣
作
用
の
存
在
は
、
裁
到
の
本
質
に
矛
盾
す
る
お
そ
れ
あ
り
と
し
て
、
否
定
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
憲
法
を
擁
護
し
、
法
的
拘
束
力
を
確
保
さ
れ
た
最
高
法
規
と
し
て
憲
法
の
實
効
性
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
要
請
は
、
憲

法
裁
到
作
用
の
實
現
を
促
し
、
そ
の
制
度
化
・
實
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
各
國
そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
相
違
が
あ
る
と
し
て
も
、
多
く
の
國
が
こ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

用
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
か
く
て
こ
れ
に
つ
い
て
の
批
到
も
、
根
本
か
ら
こ
め
制
度
に
反
謝
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
多
く
は
こ
れ
を

　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
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（
二
五
五
）



　
　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

是
認
し
な
が
ら
も
、
た
だ
實
行
の
困
難
な
こ
と
を
指
摘
し
、
愼
重
な
運
用
を
期
待
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
が
憲
渋
も
、
最
高
裁
判
所
の
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
よ
る
法
令
審
査
穫
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
審
査
方
法
・
範
園
・
到
決
の
効
力
等
に
關
し
て
議
論
が
あ
る
と
し
て
も
、
最
高
裁
到
所

に
よ
る
一
種
の
憲
法
裁
到
作
用
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
。
勿
論
こ
の
様
な
立
法
化
の
手
段
の
み
に
よ
つ
て
、
そ
の
正
當
性
・
要
當
性
等
に
開
す

る
根
本
間
題
が
、
争
の
蝕
地
な
く
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
法
と
政
治
、
権
力
分
立
と
國
民
主
椹
等
に
つ
い
て
の
考
察
を
必
要
と
す

（
7
）る
。
し
か
し
本
稿
は
こ
の
様
な
根
本
問
題
に
ま
で
遡
る
こ
と
な
く
、
既
に
制
度
的
に
探
用
さ
れ
た
憲
法
裁
到
作
用
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
一
て
れ

が
い
か
に
し
て
實
行
し
う
る
か
、
憲
法
保
障
の
手
段
と
し
て
、
ど
の
程
度
に
期
待
し
う
る
か
等
の
黙
を
反
省
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
犀
国
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置
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p
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5
ミ
｝
op
●
能
ρ
遷
G
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舜
㎞
ロ
●
審
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ぎ
2
劇
彊
邑
Φ
署
臼
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㌦
費
ロ
磁
O
ロ
晩
¢
瞬
①
弓
ざ
騨
の
内
Φ
ロ
Φ
け
蝉
屋
9
｝
¢
O
O
㎝
舜
嚇
声
円
困
一
①
℃
。
ど
＜
∪
禦
戸
9
鉾
q
舜
　
諸
學
読
に
つ
い
て
は
、
林
田
和
博
「
濁
逸
國
國
事
裁
判
所
論
」

　
　
　
法
政
研
究
三
巻
一
號
一
二
六
頁
以
下
参
照
。
そ
の
外
、
法
學
協
會
・
註
解
日
本
國
憲
法
下
（
2
）
・
昭
二
八
・
一
二
〇
八
頁
、
美
濃
部
蓬
吉
・
日
本
國
憲
法
原
論

　
　
　
．
昭
二
九
二
一
九
頁
、
佐
々
木
惣
一
・
目
本
國
憲
法
論
・
昭
二
九
・
三
五
七
頁
。
違
憲
法
令
審
査
権
に
つ
い
て
は
、
田
上
穰
治
・
憲
法
原
論
・
昭
二
九
・
五

　
　
　
三
頁
・
五
四
頁
・
三
九
頁
。

　
（
2
）
　
註
解
・
二
二
〇
頁
以
下
、
大
正
二
・
七
・
一
一
・
大
審
院
刑
録
七
九
（
り
頁
、
美
濃
部
・
日
本
憲
法
一
巻
・
大
一
一
・
五
二
二
頁
以
下
、
憲
法
撮
要
・
昭
二

　
　
　
一
・
四
九
八
頁
。
行
政
裁
判
所
の
法
令
審
査
椹
の
否
定
に
つ
い
て
は
、
判
例
大
系
－
一
一
〇
五
頁
。
こ
れ
に
封
し
實
質
的
法
令
審
査
穫
を
肯
定
す
る
も
の
は
、

　
　
　
上
杉
愼
吉
・
新
稿
憲
法
蓮
義
・
昭
一
九
・
六
〇
一
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
林
田
和
博
「
F
・
胚
・
マ
ル
ク
ス
司
法
的
法
令
審
査
に
就
い
て
」
法
政
研
究
二
巻
一
號
・
B
八
二
頁
…
B
八
六
頁
、
木
村
輻
二
「
公
法
國
際
協
會
の
設
立
と
そ

　
　
　
の
事
業
」
法
協
四
七
巻
八
號
一
三
六
七
頁
以
下
、
国
．
OO
｝
歪
置
■
①
♪
U
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鳳
O
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㊦
二
一
亀
δ
等
α
臨
仁
冒
鵬
＜
O
昌
O
塁
霧
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冒
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同
O
建
冒
二
謬
騎
Φ
督
岳
口
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oQ
。
き
爲

　
（
4
）
　
高
柳
賢
三
・
司
法
穰
の
優
位
・
昭
二
三
・
二
頁
以
下
。

（
5
）
の
葛
毒
①
♪
鋭
塁
y
oo
，
b
o
。。
」
O
●

　（6

）
　
通
読
が
具
燧
的
事
件
に
際
し
て
個
別
的
効
力
の
み
を
有
ナ
る
判
決
を
な
す
樺
能
を
司
法
裁
剣
所
に
認
め
る
に
勤
し
、
特
別
な
憲
法
裁
到
権
の
存
在
を
主
張
す



　
る
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
・
前
偶
・
三
五
三
頁
、
特
に
三
五
九
頁
以
下
、
中
谷
敬
壽
「
法
令
審
査
灌
と
合
憲
違
憲
審
査
決
定
穫
」
法
學
論
集
二
巻
一
號
一
二
一
頁

　
以
下
、
檜
山
武
夫
「
國
民
主
椹
の
下
の
司
法
擢
の
濁
立
と
憲
法
裁
判
椹
」
公
法
研
究
一
一
號
二
C
頁
以
下
。

（
7
）
国
o
Φ
一
ζ
雲
詐
①
弓
）
鉾
曽
。
O
●
ω
●
蕗
ト

〔
第
ご
　
國
家
椹
力
に
封
す
る
裁
到
的
統
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
憲
法
裁
到
擢
は
法
治
國
思
想
の
最
高
度
に
穫
展
し
た
姿
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
髄
制
を
具
備
し
た
國
家
を
特
に
司
法
國
家
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
よ

り
法
治
國
思
想
は
、
そ
の
實
現
の
た
め
の
保
障
手
段
を
も
つ
こ
と
に
な
つ
た
。
勿
論
各
機
關
の
適
法
な
活
動
が
常
に
期
待
し
う
る
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
い
か
な
る
保
障
手
段
も
特
に
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
違
法
な
槽
力
行
使
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
是
正
す
べ
き
方

法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
正
確
有
効
な
も
の
は
裁
到
手
績
で
あ
つ
て
、
法
治
國
思
想
よ
り
こ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
そ
の
實
効
性
を
奪

う
こ
と
に
な
る
。
從
つ
て
、
法
治
國
の
髄
制
を
彊
固
に
確
立
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
當
然
に
國
家
の
統
治
作
用
の
全
般
に
、
裁

到
に
よ
る
法
的
到
漸
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
要
望
さ
れ
、
國
に
よ
つ
て
は
、
統
治
作
用
の
合
憲
性
の
到
漸
を
裁
到
機
關
に
な
さ
し
め
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
。
元
來
裁
到
は
、
國
家
の
権
威
を
背
景
と
し
て
、
被
治
者
で
あ
る
國
民
に
封
し
實
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
法
治
國
思
想
は
國
家
活
動
を
も

法
的
に
拘
束
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
家
自
艦
も
亦
裁
到
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
法
治
國
髄
制
が
確
實
に
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

さ
れ
る
べ
ぎ
條
件
と
し
て
、
裁
剣
制
度
・
手
績
が
完
備
し
、
こ
れ
が
濁
立
の
裁
剣
機
關
に
お
い
て
實
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
法
の
解

繹
適
用
を
專
門
と
す
る
裁
到
機
關
に
よ
り
、
統
治
の
適
法
性
を
審
査
せ
し
め
、
違
法
行
爲
に
封
し
て
は
、
國
民
が
そ
の
取
溝
を
請
求
す
べ
き
出
訴

の
道
が
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
法
治
國
思
想
の
實
践
が
、
最
初
か
ら
廣
い
範
園
に
お
い
て
、
完
全
に
行
わ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
裁
到
作
用
は
、
國
家
の
樺
力
行
使
を
拘
束
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彊
力
に
實
施
さ
れ
れ
ば
、
統
治
作
用
の
積
極
的
實
現
を
意

圖
す
る
政
府
と
裁
到
機
關
と
の
衝
突
を
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
最
初
は
、
裁
到
に
よ
る
政
府
に
封
す
る
影
響
の
少
い
民
事
・
珊
事
の
裁
到
作
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
み
法
治
國
原
理
が
實
践
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
・
て
こ
鴫
、
、
司
法
作
用
と
は
、
か
つ
て
民
事
刑
事
の
作
用
と
さ
れ
、
こ
れ
に
關
す
る
裁
剣
に

　
　
　
裁
判
に
よ
ろ
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
二
五
七
）



　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
二
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
V

つ
い
て
の
み
司
法
権
の
濁
立
が
張
調
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
國
民
の
國
家
椹
力
に
封
す
る
懐
疑
と
罐
利
自
由
の
保
障
の
要
求
は
、
右
の
領
域
の

み
で
は
瀟
足
せ
ず
、
法
治
國
理
念
を
行
政
の
分
野
に
ま
で
擾
大
し
、
法
治
行
政
の
原
則
を
確
立
せ
し
め
た
。
そ
の
制
度
的
保
障
と
し
て
行
政
裁
到

　
　
　
　
　
　
（
6
）

作
用
が
實
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
勿
論
最
初
か
ら
行
政
の
全
領
域
に
關
し
て
裁
鋼
に
よ
る
統
制
が
承
認
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
行
政
活
動
が
裁

到
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
裁
到
作
用
は
政
府
の
利
害
關
係
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
實
施
に
つ
い
て
は
政
府
側
の

抵
抗
に
あ
う
。
か
く
て
行
政
裁
到
が
實
施
さ
れ
た
の
は
、
先
ず
租
税
に
關
す
る
庭
分
と
か
警
察
麗
分
の
よ
う
に
、
國
民
の
椹
利
自
由
に
大
き
な
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

響
を
與
え
、
し
か
も
政
府
に
鉗
し
て
は
影
響
の
少
い
部
分
に
關
し
て
だ
け
で
あ
つ
た
。
帥
ち
行
政
訴
訟
の
提
起
は
、
右
の
事
情
を
考
慮
し
て
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
豫
め
規
定
さ
れ
た
事
項
に
限
定
す
る
い
わ
ゆ
る
列
記
主
義
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
國
民
の
基
本
権
保
障
の
要
請
が
張
く
、
こ
れ

に
封
す
る
政
府
側
の
穣
力
が
弱
く
な
れ
ば
、
國
の
椹
力
作
用
に
封
す
る
裁
到
的
統
制
の
範
園
は
援
張
さ
れ
、
個
人
は
裁
鋼
所
に
提
訴
し
う
べ
き
機

會
が
廣
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
行
政
訴
訟
事
項
に
關
し
列
記
主
義
は
概
括
主
義
に
改
め
ら
れ
、
行
政
作
用
に
封
し
廣
汎
な
裁
到
的
統

制
が
加
え
ら
れ
る
。
戦
後
わ
が
國
に
お
い
て
、
奮
行
政
裁
到
所
制
度
を
慶
止
し
、
行
政
裁
到
を
通
常
の
司
法
裁
剣
の
範
疇
に
加
え
、
出
訴
の
制
限

　
　
　
　
（
9
）

を
撤
慶
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
、
行
政
裁
到
所
の
復
活
に
際
し
、
一
般

的
條
項
（
O
臼
Φ
量
鼻
富
岳
①
一
）
が
探
用
さ
れ
、
行
政
裁
到
所
は
司
法
裁
到
所
と
同
じ
椹
能
に
よ
り
即
ち
司
法
の
範
園
に
お
い
て
裁
到
的
統
制
を
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

施
し
、
國
民
の
椹
利
保
障
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
強
く
要
望
さ
れ
た
。
か
く
て
法
治
國
原
理
は
、
民
事
刑
事
作
用
の
範
園
か
ら
更
に
行
政
作

用
の
分
野
に
ま
で
支
配
力
を
及
ぼ
し
、
基
本
的
人
椹
尊
重
の
思
想
と
相
侯
つ
て
、
公
法
の
指
導
理
念
と
し
て
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
現
在
の
傾

向
と
し
て
は
、
総
て
の
國
家
機
能
を
支
配
下
に
包
含
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
印
ち
議
會
制
度
に
鋼
す
る
不
信
・
多
数
決
原
理
に
醤
す
る
懐
疑
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
1
）

果
、
議
會
の
立
法
活
動
に
つ
い
て
も
、
制
約
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
及
び
そ
の
影
響
を
う
け
た
わ
が
國
の
よ
う
に
、

通
常
の
最
高
裁
剣
所
を
し
て
絡
審
的
に
法
令
の
違
憲
性
を
到
定
せ
し
め
、
或
は
こ
れ
を
明
確
に
制
度
化
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
・
西
ド
イ
ッ
等
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

く
別
個
に
憲
法
裁
到
所
を
設
置
し
て
、
憲
法
裁
到
作
用
を
特
別
な
國
家
作
用
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
法
治
國
原



理
は
、
形
式
的
意
義
の
法
律
の
下
に
お
い
て
、
司
法
及
び
行
政
に
委
當
す
る
の
み
で
は
な
く
。
實
質
的
意
義
の
法
に
よ
る
統
治
を
實
現
す
べ
き
國

家
統
治
の
法
的
指
導
原
理
と
し
て
、
立
法
の
領
域
を
も
包
含
す
る
の
で
あ
る
。
法
治
國
思
想
は
大
陸
法
系
に
お
い
て
震
達
し
、
英
米
法
系
に
お
け

る
法
の
支
配
の
思
想
と
、
そ
の
基
盤
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
嚢
展
に
は
非
常
な
接
近
が
あ
り
、
共
に
裁
到
に
よ
つ
て
國
家
椹
力
に
抑
制
を
加
え
、

そ
の
濫
用
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
國
民
の
地
位
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
多
く
の
國
に
見
ら
れ
る

傾
向
で
あ
る
と
L
て
も
、
そ
の
實
現
は
、
政
府
の
椹
力
と
國
民
の
灌
利
保
障
の
要
講
の
カ
と
の
均
衡
の
上
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
國
に
よ
り

　
　
　
　
（
13
）

相
違
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
印
ち
政
府
の
椹
力
に
比
較
し
て
、
國
民
の
實
力
が
強
け
れ
ば
、
そ
れ
に
慮
じ
て
裁
到
的
統
制
は
彊
張
さ
れ
、
國

家
の
全
機
能
に
ま
で
影
響
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
逆
に
、
政
府
構
力
が
強
大
で
あ
れ
ば
、
そ
の
活
動
に
封
す
る
障
害
は
排
除
さ
れ
る
結
果
、
裁
鋼

の
實
施
も
制
限
さ
れ
、
極
端
な
場
合
に
は
、
政
府
に
封
す
る
裁
剣
的
統
制
の
實
施
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
の
統
治
下
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

け
る
裁
到
制
度
へ
の
政
治
的
墜
迫
、
東
ド
イ
ッ
の
行
政
裁
到
制
度
の
改
革
に
お
け
る
列
記
主
義
の
復
活
そ
し
て
以
下
に
読
明
す
る
實
例
が
こ
の
こ

と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
由
主
義
的
民
主
國
家
に
お
い
て
は
、
椹
力
の
集
中
を
危
険
覗
し
、
國
家
権
力
に
封
す
る
國
民
の
椹
利
保
障
手

段
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
國
民
は
裁
到
制
度
に
封
し
大
き
な
期
待
を
よ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
最
高
裁
到
所
乃
至
は
憲
法
裁
到
所
が
法
の
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

人
と
し
て
特
に
憲
法
の
保
障
機
關
と
し
て
重
覗
さ
れ
、
法
保
障
艦
制
の
制
度
的
登
展
は
こ
れ
に
よ
つ
て
頂
黙
に
達
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
裁
到
作
用
が
何
の
障
害
も
な
く
完
全
に
實
施
さ
れ
、
ま
た
實
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
な

い
。
け
れ
ど
も
、
裁
到
制
度
が
こ
の
よ
う
な
要
望
に
完
全
に
鷹
え
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
裁
到
所
が
到
決
を
下
す
こ
と
は
事
實
上
可
能
で
あ
る

と
し
て
も
、
到
決
と
し
て
の
法
的
債
値
が
實
現
さ
れ
な
け
れ
ば
、
憲
法
裁
到
制
度
は
實
釜
の
な
い
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
。
わ
が
國
に
お
い
て
も
、

こ
の
制
度
に
封
す
る
期
待
は
大
き
い
。
憲
法
保
障
の
強
力
な
手
段
を
要
求
し
て
、
最
高
裁
到
所
に
特
別
な
憲
法
裁
到
椹
を
通
常
の
裁
到
構
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

あ
わ
せ
て
付
與
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
見
解
が
あ
り
、
國
民
も
亦
、
憲
法
の
實
施
が
政
府
の
政
策
と
關
蓮
し
て
大
幅
に
攣
動
す
る
こ
と
に
疑
念

を
も
ち
、
最
高
裁
劃
所
の
明
確
な
到
定
を
望
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
最
高
裁
到
所
が
、
違
憲
審
査
権
に
自
主
的
な
抑
制
を
加
え
、
消
極
的
な
司
法

　
　
　
裁
鋼
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
二
五
九
）



　
　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
二
六
〇
）

作
用
の
範
園
に
止
め
て
い
る
現
状
に
封
し
て
、
あ
き
足
ら
な
く
感
ず
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
裁
剣
手
績
は
、
必
ず
し
も
あ
ら
ゆ

る
紛
孚
を
解
決
す
る
た
め
の
最
良
萬
能
な
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
裁
剣
制
度
に
勤
し
無
條
件
の
信
頼
を
よ
せ
る
傾
向
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

ド
イ
ッ
で
は
最
近
「
政
治
の
司
法
化
と
司
法
の
政
治
化
」
の
危
瞼
が
警
告
さ
れ
、
司
法
國
家
の
行
過
ぎ
が
反
省
さ
れ
て
い
る
。
裁
到
手
績
に
よ
る

憲
法
保
障
は
、
ど
の
程
度
に
實
施
し
う
る
の
か
。
外
國
に
お
け
る
事
情
を
考
察
す
る
。

　
（
1
）
　
田
中
二
郎
・
行
政
法
・
上
・
昭
二
八
・
二
八
頁
。
国
8
浮
o
⊆
詳
Φ
♪
鉾
鉾
ρ
㏄
6
⑳
け
嚇
ピ
①
魯
目
Φ
ツ
切
¢
b
岳
署
霞
幡
器
甕
β
盤
瞬
Φ
識
魯
溢
瞬
雷
Φ
欝
”
oo・

　
　
　
葺
耳
oo
g
b
①
一
a
♪
O
Φ
鼠
魯
審
⇒
9
①
鴇
9
Φ
ぎ
”
算
ρ
お
貫
ω
●
一
〇
旧
ρ
ω
9
且
暮
噛
一
巳
色
け
ロ
昌
ω
9
Φ
首
ε
凝
山
Φ
・
N
名
①
詳
曾
頃
き
宮
＄
一
ぼ

　
　
　
畠
曾
即
Φ
ざ
房
＜
①
匡
器
鶏
昌
㎝
R
噸
（
》
冨
o
ど
9
1
目
ぎ
目
曽
｝
缶
騨
昌
宮
9
。
一
一
）
o
o
。
㎝
o
o
O
協
●

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
如
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
招
）

　
療
子
一
・
民
事
訴
訟
法
e
・
昭
二
六
・
二
頁
、
美
濃
部
・
原
論
・
三
九
五
頁
以
下
。

　
宮
澤
俊
義
・
「
行
政
裁
到
と
統
治
作
用
」
（
佐
々
木
還
暦
・
憲
法
及
び
行
政
法
の
諸
問
題
）
昭
一
三
・
（
一
六
八
）
頁
。

　
同
右
・
（
一
六
八
）
頁
以
下
。

　
美
濃
部
・
原
論
・
三
九
八
頁
・
四
〇
一
頁
以
下
、
註
解
下
（
2
と
一
二
〇
頁
。

　
巧
●
㍉
Φ
一
一
壁
Φ
F
U
霞
oo
魯
耳
嫡
山
8
α
崩
Φ
暮
一
一
9
①
昌
勾
Φ
9
駐
山
旨
魯
o
鼠
Φ
暮
一
一
魯
Φ
ロ
民
含
畦
9
＜
霞
名
巴
言
昌
鴨
騎
Φ
鼠
o
算
Φ
（
＜
U
oQ
“
■
●
犀
b
o
y

¢
oo
崩
こ
鵠
論
。
己
①
屡
Φ
一
び
ρ
＜
R
巧
巴
ε
β
鴨
3
0
馨
口
濾
o
o
一
ω
●
旨
控
竈
㊤
論
こ
円
●
国
o
屋
浮
o
典
■
Φ
日
言
魯
畠
孤
く
曾
ゑ
巴
言
β
①
蔓
段
Φ
9
貫
ド
綜
ρ

oo

●
麻
8
南
●

　
宮
澤
・
前
掲
・
（
一
六
九
）
頁
。

　
田
中
・
前
掲
・
二
九
八
頁
。

　
田
上
・
憲
法
原
論
・
一
三
一
頁
ー
一
三
二
頁
、
田
中
・
前
掲
・
三
〇
三
頁
、
宮
澤
・
前
掲
・
（
一
七
〇
）
頁
。

　
ρ
午
竃
Φ
鑛
o
♪
ぞ
警
①
ヨ
器
・
〈
Φ
暑
巴
ε
ロ
鴨
鵬
Φ
鼠
9
岳
魯
窪
菊
Φ
魯
富
の
9
詳
N
Φ
の
レ
⑩
鰹
）
ω
●
一
』
中
●
…
ω
o
百
Φ
崔
Φ
さ
費
・
曽
●
O
●
ω
●
蛤
柚

　
林
田
「
マ
ル
ク
ス
紹
介
」
法
政
研
究
二
巻
一
號
、
B
七
四
頁
以
下
、
高
柳
・
司
法
灌
の
優
位
・
一
一
頁
ー
一
二
頁
、
川
北
洋
太
郎
「
西
ド
イ
ッ
基
本
法
に
お

け
る
違
憲
立
法
審
査
椹
」
學
習
院
・
政
経
・
碍
究
年
報
1
・
六
四
頁
t
六
六
頁
。

　
》
α
帥
旨
O
＜
一
〇
F
O
目
q
β
含
鳳
塁
‘
oQ
・
鱒
一
評
　
国
。
国
Φ
ぼ
①
ン
白
①
吋
松
O
一
一
自
Φ
属
匡
ゆ
叶
Φ
瑠
ユ
Φ
犀
＜
Φ
吋
協
即
器
O
β
騎
の
9
冒
ゆ
一
⑩
ω
一
｝
ω
●
一
“
題
．
　
林
田
「
國
事
裁

判
所
」
法
政
三
巻
一
號
・
一
一
九
頁
。
　
国
o
Φ
一
一
旨
①
辞
①
5
鉾
勲
○
●
ψ
b
o
一
〇
〇
●

　
内
o
Φ
一
岸
①
g
暮
Φ
♪
即
●
鉾
O
●
ω
●
旨
心
o
．



（
蝿
）

（
妬
4

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

ω
o
げ
昌
Φ
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①
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ω
。
一
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冨
中
●

ω
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墓
建
Φ
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呂
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旨
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Φ
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鉾
曽
●
O
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旨
矯
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国
O
①
昌
帰
①
仁
碑
ぴ
Φ
梶
り
帥
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薗
。
O
●
OC
■
b
D
H
［
一
●

前
節
註
（
6
）
。
荷
、
關
口
泰
「
憲
法
改
正
は
で
き
る
か
」
改
造
・
昭
三
〇
・

oo

o
げ
旨
Φ
誌
Φ
♪
”
。
鉾
O
。
oo
・
ω
O
．

一
號
一
三
頁
以
下
。

〔
第
二
〕
　
外
國
に
お
け
る
實
例

　
（
イ
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
…
…
憲
法
を
基
準
と
す
る
法
令
審
査
梅
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
偉
統
と
し
て
確
立
さ
れ
た
が
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
大
瞳
、
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

お
い
て
、
第
一
次
大
戦
後
こ
れ
を
特
別
の
裁
到
制
度
と
し
て
探
用
し
だ
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
憲
法
の
保
障
を
目
的
と
ナ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

公
法
上
の
特
別
裁
到
所
で
あ
つ
て
、
從
來
の
司
法
作
用
の
範
園
を
こ
え
た
第
四
樺
的
穫
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

第
三
院
な
い
し
は
第
一
院
化
す
る
危
瞼
あ
り
と
し
て
反
封
す
る
も
の
も
あ
つ
た
が
、
法
治
國
原
理
に
適
合
す
る
と
し
て
、
憲
法
に
關
す
る
剣
決
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

統
一
し
且
連
邦
と
各
邦
と
の
法
律
問
題
を
庭
理
す
る
必
要
上
、
憲
法
事
件
を
專
属
管
轄
と
す
る
集
権
的
な
憲
決
裁
到
所
が
設
置
さ
れ
た
。
勿
論
こ

れ
に
封
す
る
政
治
的
干
渉
と
到
決
に
お
け
る
政
治
的
偏
見
を
い
か
に
し
て
排
除
す
べ
き
か
が
間
題
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
封
策
と
し
て
、
裁
剣
官
の

選
任
に
特
別
な
方
法
が
と
ら
れ
た
。
即
ち
憲
法
裁
到
所
は
二
十
名
の
裁
鋼
官
よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
當
時
議
會
は
そ
の
う
ち
十
四
名
を
法
律
專
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

案
の
中
か
ら
選
任
し
、
他
の
六
名
を
議
員
の
中
か
ら
選
出
し
た
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
ヶ
ル
ゼ
ン
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
よ
う
に
通
常
裁
到
所
に
よ
つ

て
憲
法
裁
到
が
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
裁
到
の
政
治
化
が
防
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
却
つ
て
政
治
的
要
素
を
加
え
た
右
の
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ー
ス
ト
リ
ヤ
の
方
法
が
満
足
な
結
果
を
得
て
い
る
と
し
た
。
帥
ち
政
治
關
係
に
つ
い
て
の
考
慮
は
、
少
籔
の
議
員
で
あ
る
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

多
数
の
裁
到
官
は
政
治
的
利
害
を
考
慮
せ
ず
に
、
法
的
到
噺
に
專
念
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ソ
の
期
待
に
反
し
、
現
實
に

は
そ
の
後
、
政
窯
が
憲
法
裁
到
所
の
構
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
原
因
と
な
つ
て
、
一
九
三
三
年
に
右
裁
到
所
は
活
動
を
停
止
し
、
大
統
領
に

　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
二
六
一
）



　
　
　
裁
発
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
二
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

善
後
措
置
を
求
め
る
結
果
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
當
時
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
政
府
は
大
統
領
の
非
常
大
穫
で
あ
る
獅
立
命
令
穫
に
よ
り
、
立
法
椹
を
議

會
か
ら
奪
お
う
と
し
、
か
か
る
非
常
命
令
に
つ
い
て
違
憲
間
題
が
生
じ
、
憲
法
裁
到
所
は
そ
の
審
査
取
清
を
請
求
さ
れ
、
政
府
と
憲
法
裁
到
所
と

の
封
立
を
生
じ
た
。
た
ま
た
ま
、
國
民
議
會
の
推
薦
に
な
る
二
裁
剣
官
・
一
豫
備
裁
到
官
の
辞
職
を
機
會
に
、
政
府
は
一
九
三
三
年
五
月
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

日
の
大
統
領
命
令
に
よ
り
、
ー
憲
法
裁
到
所
法
を
改
正
し
、
裁
到
官
の
召
集
手
績
を
嚴
重
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
裁
到
所
の
活
動
を
封
じ
た
。
帥

ち
國
民
議
會
叉
は
蓮
邦
會
議
の
推
薦
し
た
裁
到
官
は
、
全
定
員
の
在
任
す
る
場
合
に
の
み
召
集
さ
れ
審
理
に
参
加
し
う
る
と
し
た
爲
に
、
他
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

會
推
薦
の
裁
到
官
は
在
任
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
裁
剣
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
政
府
推
薦
の
裁
到
官
の
み
で
審
理
を
し
よ
う
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

そ
れ
だ
け
で
は
定
足
激
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
つ
た
。
し
か
も
國
民
議
會
は
既
に
一
九
三
三
年
三
月
四
日
の
正
・
副
・
第
三
議
長
の
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

職
以
來
、
そ
の
活
動
を
中
止
し
て
い
る
の
で
、
敏
員
裁
到
官
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
右
の
命
令
は
、
憲

法
裁
剣
所
の
機
能
を
事
實
上
完
全
に
奪
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
こ
の
命
令
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
蓮
邦
に
封
す
る
一
九
三
二
年
度
租
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

牧
入
配
分
請
求
に
關
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
違
憲
性
が
問
題
と
な
つ
た
が
、
既
に
右
の
命
令
に
よ
つ
て
憲
法
裁
到
所
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
か
ら

に
は
、
改
正
後
の
手
績
に
よ
つ
て
召
集
・
構
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
即
ち
憲
法
裁
到
所
は
適
法
な
到
決
の
要
件
と
し
て
、
適
法
な
召
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

と
定
足
鐵
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
到
断
し
た
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
議
會
の
活
動
が
停
止
し
て
い
る
か
ら
、
訣
員
の
補
充
が
で
き
ず
、
右

の
手
綾
を
實
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
憲
法
裁
到
所
は
、
審
理
の
中
止
を
聲
明
し
、
法
令
に
規
定
の
な
い
全
く
異
例
の
措
置
と
し

て
、
大
統
領
に
裁
断
を
求
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
の
際
、
裁
到
官
の
群
職
の
可
能
性
及
び
裁
剣
官
の
召
集
・
定
足
数
等
に
つ
き
、
命
令
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

繹
上
論
議
が
あ
つ
た
が
、
結
局
こ
の
事
件
に
お
け
る
経
験
か
ら
、
憲
法
の
保
障
は
裁
到
手
綾
の
み
に
よ
つ
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
特
に

憲
法
裁
判
所
制
度
は
、
政
治
的
権
力
と
の
封
立
を
生
ず
る
危
瞼
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
維
持
運
螢
に
つ
い
て
は
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
さ
れ
た
。
更
に
、
憲
法
裁
剣
所
の
中
絶
の
原
因
と
な
つ
た
構
成
に
つ
ぎ
、
議
會
側
の
政
窯
に
よ
る
政
治
的
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

排
除
す
べ
き
こ
と
が
要
望
さ
れ
、
ま
た
、
憲
法
裁
到
所
が
大
統
領
に
提
訴
し
た
措
置
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
問
題
は
國
家



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

の
中
心
的
存
在
に
そ
の
解
決
を
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
右
の
措
置
は
姜
當
な
も
の
で
あ
つ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
美
濃
部
「
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
憲
法
裁
剣
所
」
國
家
學
會
四
四
巻
二
號
（
二
〇
七
）
頁
。

　
（
2
）
》
鼠
冨
o
＜
ざ
ダ
O
旨
言
二
量
｝
o
o
．
b
o
岩
●

　
（
3
）
　
美
濃
部
・
前
掲
・
（
二
〇
八
）
頁
。

　
（
4
）
　
デ
ユ
ギ
イ
は
通
常
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
裁
判
を
主
張
し
、
特
別
の
憲
法
裁
到
所
制
度
に
反
封
す
る
（
木
村
「
公
法
國
際
協
會
」
法
協
四
七
巻
八
號
一
三
六
九

　
　
　
頁
）
。

　
（
5
）
卜
鼠
旨
o
£
魯
｝
鉾
騨
●
ρ
ω
。
賠
o
o
論
・

　
（
6
）
　
現
在
で
は
、
連
邦
及
び
各
邦
の
政
府
構
成
員
及
び
議
會
の
議
員
、
政
黛
の
役
員
等
は
、
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
と
は
な
り
得
な
い
（
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
憲
法
一
四

　
　
　
七
條
4
　
》
α
暫
唇
o
＜
ざ
F
鉾
鈍
O
●
oo
・
酌
b
o
合
山
Φ
屋
Φ
5
P
U
す
O
馨
Φ
昌
①
ぎ
置
零
ゲ
Φ
冒
国
g
昌
山
窃
＜
①
匡
”
器
g
ロ
騎
の
㎎
Φ
孤
①
言
P
お
密
一
塑
一
霜
捨
）
。

　
（
7
）
　
木
村
・
前
掲
・
法
協
四
七
巻
八
號
二
一
工
ハ
九
頁
。

　
（
8
）
　
同
右
・
二
二
七
〇
頁
。

　
（
9
）
　
一
九
三
三
年
六
月
二
三
目
に
U
霞
貫
長
官
は
、
手
績
の
中
止
を
宣
言
し
た
。
即
ち
、
適
法
な
判
決
は
適
法
な
手
績
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
實
行
が

　
　
　
不
可
能
な
た
め
で
あ
る
（
OQ
℃
費
β
賢
①
5
國
ざ
耳
Φ
巨
ざ
ゲ
Φ
評
郎
騰
β
β
四
〇〇
．
㊤
捨
｝
昌
）
。

　
（
1
0
）
　
政
府
が
か
x
る
命
令
を
出
す
に
到
つ
た
の
は
、
裁
剣
官
の
群
職
に
よ
り
公
正
な
剣
決
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
こ
と
と
、
且
裁
判
所
に
係
驕
し
得
な
い

　
　
　
政
治
的
事
件
へ
の
裁
剣
官
の
召
集
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
（
O
o
℃
帥
b
β
①
5
鉾
鉾
ρ
ψ
一
〇
）
。
こ
れ
に
封
し
、
裁
判
官
の
餅
職
し
た
理
由
は
、
裁
剣
官
の
一

　
　
　
部
が
政
黛
の
協
力
者
で
あ
り
、
し
か
も
係
孚
事
件
は
職
時
経
濟
授
椹
法
に
關
す
る
政
治
的
事
件
で
あ
る
か
ら
、
政
黛
關
係
の
裁
判
官
は
自
分
の
事
件
を
自
ら
裁

　
　
　
鋼
し
、
且
政
府
側
の
裁
剣
官
も
政
蕪
の
政
治
運
動
に
左
右
さ
れ
る
。
故
に
、
政
治
的
墜
迫
の
あ
る
と
き
に
憲
法
裁
鋼
所
は
法
判
断
を
差
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と

　
　
　
い
う
の
で
あ
る
（
帥
．
鉾
O
紘
●
一
〇
抄
）
。

　
（
11
）
　
辮
職
し
て
い
な
い
議
會
推
薦
の
裁
判
官
は
罷
免
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
統
領
命
令
は
、
定
員
が
補
充
さ
れ
る
ま
で
の
一
時
的
な
召
集
の
制
限
を
規
定
し
た

　
　
　
が
、
そ
の
實
施
に
際
し
て
、
適
用
を
廣
め
た
た
め
に
、
裁
判
へ
の
参
加
が
全
く
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
ω
℃
騨
冒
買
Φ
5
鉾
勲
O
・
¢
旨
兇
・
）
。

　
（
12
）
　
豫
備
裁
判
官
の
召
集
に
よ
つ
て
定
足
数
を
確
保
す
べ
き
方
法
も
あ
る
が
、
こ
の
揚
合
議
會
推
薦
の
豫
備
裁
剣
官
に
よ
る
べ
き
で
、
政
府
側
の
豫
備
裁
剣
官
を

　
　
　
以
て
充
當
す
る
こ
と
は
て
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た
（
ω
℃
頸
目
5
コ
鉾
勲
ρ
OQ
●
旨
騰
・
）
。

　
（
蛤
）
　
の
℃
即
目
冨
①
5
騨
⇔
b
●
の
●
o
o
u
一
〇
”
一
〇
ゆ
津

　
（
皿
）
夢
毯
き
ぴ
鈎
費
ρ
ψ
嵩
略
9

　
　
　
　
裁
到
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
二
六
三
）



　　　　1615
）　　）

（　　　（　　　（

191817
）　　　、）　　　）

　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
O
　
　
　
（
二
六
四
）

　
ω
℃
騨
導
峯
ぴ
四
斡
．
O
●
ω
。
一
P
］
■
9

　
憲
法
裁
到
所
の
活
動
の
中
止
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
統
領
命
令
に
よ
る
改
正
法
を
解
繹
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
活
動
の
可
能
性
を
結
論
づ
け
よ
5
と
し
て
論

議
が
あ
つ
た
（
oo
℃
帥
冨
旨
o
さ
鉾
鉾
ρ
乙
o
。
毘
論
●
）
。
特
に
豫
備
裁
判
官
の
召
集
に
つ
い
て
は
、
で
ぎ
か
態
ゆ
事
故
裁
判
官
と
同
種
の
推
薦
に
よ
る
も
の
を
考
慮
す

べ
ぎ
規
定
（
憲
法
裁
判
所
法
六
條
、
鉾
鉾
ρ
ψ
O
）
が
あ
り
、
こ
の
「
で
き
る
だ
け
」
の
解
繹
に
つ
き
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
他
の
豫
備
裁
剣
官
を
召
集

し
て
も
差
支
な
い
と
の
主
張
が
あ
つ
た
（
鉾
鉾
O
●
ψ
駐
い
）
。

　
9
聾
g
5
鉾
鉾
ρ
oo
●
一
〇
〇
・

　乙o

づ
曽
冨
冒
①
5
鉾
鉾
9
00
●
o
o
o
o
塑
　
こ
の
た
め
に
、
蕉
制
度
を
改
正
し
、
議
員
は
憲
法
裁
判
官
に
な
れ
な
い
と
し
た
。

　
憲
法
の
保
障
は
憲
法
裁
判
所
の
み
で
は
果
し
得
な
い
。
故
に
、
場
合
に
よ
つ
て
は
元
首
の
穫
威
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
（
oo
℃
薗
昌
β
①
員
鉾
鉾
ρ
oc
σ
一
〇
〇
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
⑨
ド
イ
ッ
…
：
既
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
よ
つ
て
、
一
種
の
憲
法
裁
到
所
で
あ
る
國
事
裁
到
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
憲

法
裁
到
所
に
比
し
、
そ
の
到
決
の
効
力
は
弱
い
も
の
で
あ
つ
た
。
印
ち
剣
決
は
確
認
的
効
力
の
み
を
有
し
、
適
法
な
欣
態
の
形
成
は
大
統
領
の
椹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
㌧

能
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
如
く
、
違
憲
命
令
を
到
決
自
艦
に
よ
つ
て
取
滑
し
う
べ
ぎ
形
成
力
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。
從

つ
て
國
事
裁
到
所
の
剣
決
が
、
必
ず
し
も
政
府
の
活
動
を
直
接
に
制
約
す
る
わ
け
で
は
な
か
つ
た
が
、
一
九
三
二
年
十
月
二
十
五
日
の
到
決
を
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

機
と
し
て
、
憲
法
裁
剣
に
關
す
る
論
議
を
生
じ
た
。
そ
し
て
、
軍
に
右
の
到
決
に
つ
い
て
の
批
鋼
的
論
雫
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
制
度
自
鰹
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
問
題
に
ま
で
護
展
し
、
特
に
裁
到
機
關
に
封
す
る
政
治
的
責
任
の
賦
課
と
到
決
の
實
行
に
關
す
る
疑
間
が
論
議
の
中
心
と
な
つ
た
。
事
件
は
、

ド
イ
ッ
國
大
統
領
が
コ
ミ
サ
ー
ル
（
菊
Φ
一
9
輿
。
目
昆
器
霞
）
の
任
命
を
通
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
内
政
に
干
渉
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
邦
が
そ
の
違
憲
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

認
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
紛
孚
に
は
大
統
領
・
コ
ミ
サ
ー
ル
の
具
髄
的
活
動
を
争
う
範
園
を
こ
え
て
、
邦
の
内
政
に
封
し
廣
汎
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

干
渉
権
を
付
興
さ
れ
た
コ
、
、
、
サ
r
ル
制
度
の
違
憲
性
に
關
す
る
一
般
的
確
認
の
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。
前
蓮
の
如
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
で
は

到
決
に
到
ら
ず
に
、
政
府
の
政
治
的
墜
力
に
よ
つ
て
裁
鋼
所
は
機
能
を
中
絶
し
た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
で
は
、
大
統
領
の
行
爲
を
一
部
違
憲
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
實
艦
到
決
を
な
し
た
こ
と
が
論
争
の
原
因
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
國
事
裁
到
所
が
大
統
領
の
椹
能
に
封
し
、
積
極
的
に
制
約
を
加
え
よ
う
と



す
る
意
圖
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
特
に
個
々
の
事
件
を
こ
え
た
一
般
的
な
到
決
を
求
め
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
・
ゲ
、
の
提
訴
を
承
認
せ
ず
に

　
　
（
8
）

却
下
し
、
た
だ
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
四
十
八
條
二
項
の
非
常
大
構
に
つ
ぎ
一
定
の
限
界
の
存
在
を
認
め
、
大
統
領
の
當
該
命
令
が
邦
の
濁
立
を
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
、
邦
政
府
の
存
在
を
無
硯
す
る
限
度
に
お
い
て
違
憲
で
あ
る
と
い
う
主
旨
の
到
断
を
下
し
た
の
み
で
あ
つ
て
、
園
事
裁
到
所
は
、
裁
到
の
蓮
螢

に
愼
重
な
態
度
を
保
持
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
一
部
に
せ
よ
大
統
領
の
活
動
を
違
憲
と
断
定
し
た
こ
と
が
、
到
決
の
實
行
を
困
難

に
し
事
態
を
紛
糾
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
裁
剣
手
績
は
、
蓮
邦
と
邦
と
の
政
治
的
紛
雫
の
解
決
に
と
つ
て
、
有
効
な
役
割
を
果
す
こ
と

が
で
き
な
か
つ
た
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
如
く
批
剣
し
て
い
る
。
帥
ち
「
國
事
裁
到
所
の
到
決
は
、
何
れ
の
當
事
者
を
も
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
や
政
治
的
封
立
に
よ
つ
て
飢
さ
れ
た
法
的
李
和
を
同
復
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
」
　
そ
し
て
右
の
到

決
は
、
「
裁
到
官
の
到
決
と
い
う
も
の
が
、
い
か
に
し
て
決
定
（
U
Φ
N
芭
8
）
と
し
て
の
憤
値
を
喪
失
し
、
法
廷
が
政
治
的
紛
孚
の
解
決
に
關
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
2
）

す
る
こ
と
が
、
却
つ
て
逆
の
結
果
と
な
り
、
事
件
を
混
飢
さ
せ
た
」
と
し
て
、
こ
の
實
例
を
「
司
法
國
家
的
稜
展
の
頂
黙
と
終
黙
で
あ
る
」
と
述

ぺ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
裁
到
制
度
に
鉗
す
る
異
論
は
あ
る
が
、
制
度
自
艦
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
右
の
實
例
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

、
な
事
件
を
國
事
裁
到
所
が
裁
到
し
な
い
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
見
解
が
國
事
裁
到
所
の
存
置
に
は
賛
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
制
度
は
、
そ
の
後
政
府
権
力
の
彊
化
に
よ
つ
て
無
力
化
し
て
し
ま
つ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
及
び
ド
イ
ッ
は
、
當
時
行
政
府
の
彊
化
が

促
進
さ
れ
、
こ
れ
に
封
す
る
障
害
は
政
府
の
政
治
的
反
抗
に
よ
つ
て
排
除
さ
れ
た
。
特
に
ナ
チ
ス
の
猫
裁
下
に
あ
つ
て
は
、
政
府
に
封
す
る
裁
到

的
抑
制
が
否
定
さ
れ
、
逆
に
裁
到
椹
に
封
す
る
統
制
に
よ
つ
て
、
國
事
裁
到
所
の
重
要
な
機
能
が
抑
墜
さ
れ
た
。
し
か
も
邦
に
劃
す
る
連
邦
政
府

の
干
渉
が
蝿
化
さ
れ
、
邦
の
無
力
化
し
た
結
果
と
し
て
、
ド
イ
ッ
國
と
邦
と
の
紛
雫
が
生
ず
る
蝕
地
な
く
、
こ
れ
を
審
到
す
る
國
事
裁
剣
所
は
有

　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

名
無
實
の
も
の
と
な
り
、
從
つ
て
こ
の
運
螢
に
關
す
る
論
議
も
、
そ
の
必
要
性
が
薄
ら
い
で
し
ま
つ
た
。

　
戦
後
西
ド
イ
ッ
で
は
、
過
去
に
お
け
る
ナ
チ
ス
凋
裁
の
苦
い
経
験
に
鑑
み
、
ボ
ソ
憲
法
は
司
法
國
家
の
髄
制
を
極
度
に
推
進
し
た
。
現
在
の
憲

法
裁
到
所
は
國
事
裁
到
所
に
比
較
し
、
制
度
的
に
完
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
裁
到
椹
の
範
園
に
お
い
て
、
到
決
の
効
力
に
お
い
て
、
よ
り

　
　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
こ
六
五
）



　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
　
　
（
二
六
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

張
力
な
椹
能
を
付
與
さ
れ
て
い
る
。
特
に
到
決
の
法
規
的
統
制
力
（
乞
a
ヨ
①
鼻
8
霞
色
①
）
に
基
づ
き
、
他
の
國
家
機
開
の
活
動
を
到
決
自
艦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

よ
つ
て
拘
束
し
、
違
憲
法
令
を
一
般
的
に
取
消
す
こ
と
も
で
き
る
。
か
く
て
裁
到
官
に
は
全
面
的
な
信
頼
が
よ
せ
ら
れ
、
裁
到
制
度
が
法
の
維
持

實
現
に
と
つ
て
最
良
の
手
段
と
考
え
ら
れ
、
特
に
蓮
邦
憲
法
裁
到
所
が
憲
法
の
確
定
機
關
と
し
て
、
最
終
決
定
権
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誓
ゾ

こ
こ
に
、
ボ
ソ
憲
法
は
完
全
な
法
治
國
の
實
現
を
意
圖
し
、
明
ら
か
に
裁
到
國
家
な
い
し
訴
訟
國
家
（
即
Φ
魯
註
類
Φ
瞬
あ
富
彗
）
を
完
成
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

の
法
保
障
の
確
實
な
方
策
を
確
立
し
た
ボ
ン
憲
法
に
封
し
て
は
、
各
政
黛
の
支
持
が
あ
り
、
多
く
の
學
論
も
賛
意
と
構
讃
を
與
え
た
の
で
あ
る
が
、

裁
剣
制
度
の
あ
ま
り
に
廣
汎
な
護
展
接
張
に
翼
し
て
は
、
法
治
國
家
的
急
進
主
義
と
し
て
、
裁
到
に
よ
る
政
治
の
危
瞼
が
反
省
さ
れ
警
告
さ
れ
る

　
　
　
　
（
1
9
）

よ
う
に
な
つ
た
。
か
く
て
、
裁
到
に
謝
し
嚴
重
な
制
限
の
置
か
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
運
螢
に
際
し
て
裁
到
機
關
自
髄
が
限
界
の
間
題
を
考
慮

す
る
重
要
性
が
薄
か
つ
た
が
、
概
括
主
義
に
よ
つ
て
、
廣
い
裁
到
の
領
域
が
付
與
さ
れ
る
と
な
る
と
、
こ
の
問
題
が
重
覗
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
實
例
か
ら
、
裁
鋼
権
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
適
切
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
限
度
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
無

制
限
に
接
張
す
る
こ
と
は
、
却
つ
て
國
家
の
統
治
を
飢
す
危
瞼
が
あ
り
、
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
確
か
に
、
裁
到
的
違

憲
審
査
制
度
は
、
國
家
椹
力
に
抑
制
的
統
制
を
加
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
違
法
作
用
を
是
正
す
る
の
み
な
ら
ず
、
か
か
る
制
度
が
存
在
す
る
こ
と

だ
け
で
、
各
機
關
が
愼
重
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
違
反
の
襲
生
を
豫
防
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
到
機
關
が
國
家
の
政
治

的
統
一
を
實
現
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
特
別
に
憲
法
裁
到
所
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
到
が
司
法
の
範
園
を
こ
え
て
、
政
治
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

し
影
響
を
及
ぼ
し
う
べ
き
こ
と
が
當
然
に
豫
定
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
憲
法
裁
到
所
の
穫
能
に
は
、
政
治
的
紛
糾
を
同
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

す
る
た
め
に
、
そ
の
限
界
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
し
裁
到
機
關
が
立
法
機
關
を
強
力
に
抑
墜
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

げ
た
實
例
が
示
す
よ
う
に
、
議
會
自
髄
が
違
憲
審
査
椹
を
掌
握
し
、
裁
到
機
關
の
か
か
る
権
能
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
豫
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
署

な
観
鮎
か
ら
、
政
治
と
裁
鋼
と
の
調
和
を
巧
み
に
實
現
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
で
あ
る
。
帥
ち
特
別
な
憲
法
裁
剣
所
を



設
置
せ
ず
、
裁
到
所
に
よ
る
違
憲
審
査
樺
は
嚴
重
に
傳
統
的
な
司
法
の
観
念
の
範
園
内
に
限
定
さ
れ
、
政
治
問
題
の
裁
到
作
用
か
ら
の
排
除
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
策
を
探
用
し
た
と
し
て
も
、
裁
到
の
政
治
化
及
び
裁
到
に
勤
す
る
政
治
的
墜
迫
の
危
瞼
が
完
全
に
除

去
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
お
い
て
、
大
統
領
の
ニ
ェ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
封
す
る
最
高
裁
到
所
の
態
度
は
、
大
統
領
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

間
に
封
立
抗
争
を
生
じ
た
原
因
と
な
り
、
大
統
領
を
し
て
最
高
裁
到
所
の
改
革
を
意
圖
せ
し
め
た
。
こ
れ
が
實
現
せ
ず
違
憲
審
査
椹
を
保
持
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た
の
は
、
大
統
領
の
改
革
に
國
民
が
反
封
し
違
憲
審
査
制
度
を
支
持
し
た
黙
は
別
と
し
て
、
最
高
裁
到
所
自
身
が
自
己
の
見
解
を
根
本
的
に
改
め

て
、
大
統
領
の
経
濟
政
策
を
合
憲
と
し
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
裁
到
機
關
が
大
統
領
を
自
己
の
樺
威
の
下
に
承
服
せ
し
め
た
の
で
は
な

（
2
7
）い
。
故
に
、
憲
法
裁
到
所
が
設
置
さ
れ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
裁
到
機
關
が
他
の
國
家
機
關
を
拘
束
し
う
べ
き
椹
能
を
有
す
る
な
ら
ば
、
爾
者
の

政
治
的
封
立
を
生
ず
べ
ぎ
危
険
が
俘
う
の
で
あ
る
。
前
述
の
諸
實
例
は
、
裁
到
に
よ
る
憲
法
保
障
を
確
實
に
實
践
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
裁
到

制
度
に
そ
の
萬
能
の
役
割
を
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
、
裁
到
に
ょ
つ
て
實
現
し
う
る
限
度
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
5
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
林
田
「
國
事
裁
判
所
」
法
政
三
巻
一
號
一
四
六
頁
以
下
．

　
同
右
・
一
三
六
頁
以
下
、
　
ω
℃
帥
冨
目
①
5
鉾
鉾
O
・
OO
．
ω
O
O
・

　
ω
℃
騨
β
昌
Φ
♪
餌
●
帥
。
O
。
oo
●
鱒
も
o
崩
●

　
ω
℃
帥
5
昌
Φ
5
帥
●
鉾
O
●
o
o
●
鱒
図
勝
u
b
o
9

　
一
九
三
二
年
七
月
二
十
日
の
ド
イ
ツ
國
大
統
領
命
令
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ッ
國
宰
相
が
プ
・
イ
セ
ン
の
コ
ミ
サ
ー
ル
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
が
邦
の
総
理
大
臣

O
昌
切
轟
¢
β
、
内
務
大
臣
の
①
＜
霞
ぎ
㎎
等
を
罷
免
し
、
総
理
大
臣
の
職
務
を
自
ら
捲
當
し
、
内
務
大
臣
の
事
務
を
○
び
Φ
昌
響
㎎
R
旨
Φ
一
馨
R
　
の
U
昌

切
量
o
辟
に
委
任
し
た
。
そ
の
他
主
要
な
公
務
員
を
罷
免
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
警
親
総
監
を
一
方
的
に
任
命
す
る
等
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
封
し
て
干
渉
し
た
（
oo
℃
曽
甲

β
Φ
さ
曽
麺
・
O
．
¢
N
ω
）
。

　
プ
ロ
イ
セ
ン
邦
は
右
の
措
置
の
違
憲
を
申
立
て
た
が
、
こ
れ
に
は
罷
免
さ
れ
た
國
務
大
臣
が
コ
ミ
サ
ー
ル
を
相
手
と
し
て
参
加
し
、
更
に
、
邦
議
會
の
主
要

な
政
糞
で
あ
る
中
央
黛
・
ド
イ
ッ
壮
會
民
主
裳
等
も
出
訴
し
、
蓮
邦
参
議
院
に
お
け
る
邦
の
代
表
権
と
關
蓮
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
及
び
バ
ー
デ
ン
邦
も
参
加
し

　
裁
到
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
一
　
　
（
二
六
七
）



（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
皿
）

（
盈
）

（
お
）

（
鍛
）

（
芯
）

（
欝
）

（
π
）

（
B
）

（
m
）

（
20
）

（
飢
）

　
裁
剣
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
二
六
八
）

た
。
し
か
も
大
統
領
及
び
コ
ミ
サ
ー
ル
の
當
該
虎
分
を
孚
う
の
み
な
ら
ず
、
大
統
領
命
令
及
び
コ
ミ
サ
ー
ル
制
度
の
一
般
的
淫
憲
性
を
も
箏
つ
た
（
ω
b
牌
β
冨
Φ
5

鉾
暫
。
O
。
ψ
博
㏄
賄
．
）
。

　
9
琶
器
y
鈍
鉾
O
・
9
饒
●

　
連
邦
の
邦
に
翼
す
る
干
渉
穫
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
件
に
關
し
て
、
そ
の
限
界
を
箏
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
一
般
的
な
判
決
の
要
求
は
認
め
ら
れ
な
い
、

即
ち
國
事
裁
判
所
の
穫
能
は
具
禮
的
事
件
に
つ
い
て
の
判
定
に
止
ま
る
旨
を
判
示
し
た
（
ω
b
薗
β
冒
Φ
さ
鉾
鉾
O
・
ψ
b
3
㎝
）
。

　
大
統
領
の
緊
急
灌
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
サ
ー
ル
に
よ
る
邦
へ
の
干
渉
が
必
ず
し
も
違
憲
で
は
な
い
が
、
限
界
が
あ
り
、
邦
の
代
表
椹
そ
の
他
内
政
の
椹
能
を

虚
兀
全
に
剥
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
（
の
℃
費
β
β
Φ
さ
鉾
鉾
O
●
ω
●
障
崩
●
）
。

　
ω
魯
昌
①
建
Φ
♪
曽
●
評
O
●
oo
．
一
〇
。

　
ω
O
げ
β
①
勘
血
①
同
一
曽
。
帥
。
（
》
。
　
ω
。
一
〇
9

　
0
0
0
げ
目
Φ
宣
Φ
さ
鉾
鉾
O
，
o
o
6
一
〇
。

　
砂
℃
即
ロ
冒
①
♪
鉾
暫
。
O
●
o
Q
・
髄
o
o
●

　
ω
o
げ
賢
①
監
①
5
餌
●
鉾
O
。
ω
・
一
〇
■

　
oo
9
冒
Φ
帥
岳
5
鉾
鉾
ρ
ψ
b
o
Qo
・
畳
造
豊
治
「
ド
イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
所
の
法
律
審
査
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」
阪
大
法
學
三
號
二
八
頁
i
三
〇
頁
。
制
度
の

解
説
に
つ
い
て
は
同
「
西
ド
イ
ツ
の
蓮
邦
憲
法
裁
割
所
」
同
五
號
一
〇
五
頁
以
下
。

　
O
①
蒔
Φ
ン
O
雷
⑦
言
騨
霞
量
の
園
q
冒
q
農
奉
匡
器
鶏
躍
置
Φ
且
。
算
り
oo
』
”
麿
許
b
o
。。
。
o
舞
』
鰹
顛

　
の
魯
賢
Φ
箆
①
さ
鉾
ρ
○
●
ω
・
魑
・

　
ω
O
げ
β
Φ
一
伽
①
困
｝
帥
●
曽
。
合
　
●
ω
。
　
ω
O
恥
●

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
≦
霞
冒
霞
≦
Φ
ご
霞
が
司
法
國
家
に
封
す
る
構
讃
の
一
般
的
傾
向
に
警
告
し
て
い
る
黙
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
國
の
使
命
は
、
自
由
の

擁
護
を
目
的
と
し
た
裁
剣
的
保
障
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
肚
會
的
法
治
國
と
し
て
計
霊
國
家
の
實
現
に
も
あ
り
、
こ
の
分
野
は
裁
剣
的
方
法
に
よ
つ
て
規
律
し

得
な
い
と
し
て
い
る
（
ω
魯
昌
①
置
Φ
♪
鉾
鉾
ρ
¢
8
朔
）
。

　
林
田
「
憲
法
裁
剣
所
論
」
法
政
一
七
巻
一
t
四
合
併
號
二
〇
九
頁
、
　
円
島
①
b
Φ
ご
＜
U
ω
φ
炉
9
00
・
o
o
脳
内
o
巴
汀
o
q
蓉
Φ
♪
ω
冨
暮
胃
Φ
魯
“
oo
・
皆
o
o
鉾

■
①
o
ぎ
霞
し
W
＜
O
O
（
国
o
一
一
琶
①
馨
賃
）
玩
●
澄
…
内
①
広
Φ
ン
ミ
臼
の
o
一
r
ω
．
置
崩
’

　
林
田
教
授
は
、
裁
判
灌
が
法
的
判
噺
に
止
ま
る
二
と
を
強
調
さ
れ
る
ρ
同
右
二
二
一
頁
ー
二
二
二
頁
）
。
O
Φ
お
①
ぴ
鉾
鉾
ρ
oo
・
伊
卜
o
O
深
・
“
国
o
Φ
旨
Φ
q
詳
①
さ

鉾
鉾
ρ
oo
・
ゆ
這
搾
特
に
蜀
凶
き
『
）
讐
一
ぎ
U
5
0
お
饗
①
冒
山
霞
ぐ
霞
猷
蓋
g
買
鴨
範
o
昌
9
旨
巴
）
弩
一
ε
F
＜
U
巽
野
江
①
津
P
這
驚
｝
oo
。
一
稗



（
2
2
）

　　　　　　　　　　　ずへ

26　25　24　23
）　　　、）　　　）　　　、4

（
盟
）

　
ケ
ル
ロ
イ
タ
！
は
、
憲
法
裁
判
が
、
議
會
制
に
お
け
る
よ
り
も
、
大
統
領
民
主
制
に
お
い
て
褒
蓬
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
實
例
と
し
て
、
南
ア
7
リ

カ
蓮
邦
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
選
暴
蓮
反
を
嚴
重
に
虎
罰
す
る
法
律
を
違
憲
と
し
て
無
効
と
し
た
場
合
に
、
旨
巴
騨
ロ
政
府
は
、
裁
剣
制
度
の
改
革
を
意

圖
し
、
最
高
裁
到
所
の
法
令
審
査
穫
を
否
定
し
て
、
議
會
に
こ
の
穫
能
を
移
し
た
事
實
を
説
明
し
て
い
る
9
〈
8
庁
Φ
9
辞
Φ
ぴ
鉾
鉾
ρ
ψ
曽
藤
）
。

　
国
O
⑦
口
巴
Φ
昌
叶
φ
①
目
｝
暫
．
騨
●
（
》
●
乙o
。
酌
一
膳
。

　
伊
藤
正
巳
・
法
の
支
配
・
昭
二
九
・
一
九
九
頁
以
下
、
の
℃
帥
β
ロ
Φ
さ
鉾
費
ρ
ψ
b
O
OO
卑

　
伊
藤
・
前
掲
・
二
〇
〇
頁
、
　
oQ
℃
曽
冒
昌
Φ
さ
鉾
鉾
ρ
¢
oo
爬
崩
●

　
大
統
領
の
最
高
裁
剣
所
改
革
案
に
封
し
て
は
、
傳
統
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
反
封
が
あ
り
、
實
現
さ
れ
な
か
つ
た
（
伊
藤
・
前
掲
・
二
〇
一
頁
、
ω
づ
費
昌
β
Φ
さ

”
●
鉾
O
。
乙Q
●
Q
o
Go
融
。
）
o

　
改
革
が
實
行
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
、
裁
剣
所
の
地
位
が
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
判
決
に
お
い
て
、
從
來
の
見
解
を
改
め
た
こ
と
は
司
法
部
の
大
統

領
に
封
す
る
譲
歩
で
あ
る
（
伊
藤
・
前
揚
・
二
〇
二
頁
）
。

〔
第
三
〕
　
憲
法
裁
到
に
お
け
る
障
害

　
法
治
國
思
想
に
よ
れ
ば
、
す
ぺ
て
法
的
紛
孚
は
裁
到
的
に
解
決
さ
れ
得
べ
き
こ
と
が
要
望
さ
れ
る
が
、
實
際
に
は
そ
の
實
行
が
前
述
の
如
く
政

治
的
障
害
に
あ
い
、
そ
の
實
施
を
あ
る
程
度
に
止
め
る
こ
と
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
る
の
は
「
憲
法
の
本
質
が
一
定
の
程
度
ま
で
、
憲
法
裁
到
の
本
質

　
　
　
　
（
1
）

と
矛
盾
す
る
」
面
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
法
理
論
的
に
み
れ
ば
、
憲
法
裁
到
は
法
的
到
断
作
用
で
あ
つ
て
、
確
か
に
ケ
ル
ゼ
ン
が
論
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

う
に
裁
到
の
本
質
と
合
致
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
憲
法
裁
到
が
政
策
的
な
面
に
お
い
て
も
、
常
に
政
治
的
紛
争
か
ら
絶
縁
さ

れ
て
、
理
論
通
り
に
純
然
た
る
法
的
到
断
と
し
て
實
現
さ
れ
う
る
と
は
断
定
し
得
な
い
。
憲
法
に
關
す
る
重
大
な
事
件
に
お
い
て
、
到
決
が
前
の

實
例
に
お
け
る
が
如
く
、
屡
々
他
の
國
家
機
關
の
反
封
に
よ
り
却
つ
て
政
治
的
紛
糾
を
激
し
く
す
る
こ
と
は
、
憲
法
裁
到
に
俘
う
沸
拭
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
困
難
な
政
治
的
要
因
の
存
在
す
る
こ
と
を
謹
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
憲
法
裁
到
に
は
、
裁
到
手
績
に
よ
つ
て
到
定
す
る
こ
と
の
困
難
な
且
不

適
當
な
政
治
的
要
素
を
多
分
に
包
含
し
た
事
件
が
提
起
さ
れ
る
危
陰
が
存
在
す
る
。
勿
論
こ
の
原
因
は
憲
法
自
艦
の
性
格
に
あ
る
。
鄙
ち
憲
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
う
ま
で
も
な
く
続
治
作
用
に
關
す
る
法
規
と
し
て
、
國
の
政
治
現
象
を
規
律
す
る
と
共
に
、
そ
の
實
施
に
際
し
て
は
、
　
「
政
治
不
文
の
運
用
」

　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
二
六
九
）



　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
二
七
〇
）

に
よ
つ
て
、
適
切
な
作
用
を
螢
む
よ
う
に
、
逆
に
政
治
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
憲
法
の
各
規
定
は
、
場
合
に
よ
つ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

種
々
の
政
治
的
立
場
の
安
協
的
解
決
（
国
。
旨
肩
。
巨
邑
α
器
凝
）
の
所
産
で
あ
つ
て
、
政
治
的
封
立
は
こ
れ
に
よ
つ
て
外
見
上
停
止
す
る
の
み
で

あ
り
、
眞
の
解
決
は
一
時
的
に
延
期
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
憲
法
の
具
艦
的
内
容
の
確
定
に
つ
ぎ
意
見
の
封
立
が
生
ず
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
ば
、
何
れ
の
立
場
を
是
認
す
べ
き
か
、
明
確
な
解
決
を
憲
法
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
、
そ
の
安
協
的
性
格
の
た
め
に
、
非
常
に
難
か
し
い
。
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
7
）

く
て
憲
法
裁
到
は
形
式
的
に
裁
到
の
型
を
と
り
な
が
ら
も
、
そ
の
實
質
に
お
い
て
は
紛
争
の
裁
定
と
い
う
よ
り
、
調
停
作
用
の
色
彩
を
帯
び
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

治
的
考
慮
の
影
響
が
強
く
表
わ
れ
る
結
果
と
な
る
。
更
に
憲
法
の
性
格
か
ら
、
そ
の
解
繹
の
多
様
性
が
憲
法
裁
到
上
の
障
害
の
原
因
と
な
る
。
帥

ち
憲
法
は
、
通
常
原
則
的
な
基
本
法
と
し
て
概
括
的
・
一
般
的
な
根
本
原
理
及
び
基
本
概
念
を
包
含
し
、
此
等
に
つ
い
て
種
々
の
解
繹
が
成
立
し

う
る
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
具
艦
的
内
容
を
一
義
的
に
確
定
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
「
公
共
の
編
祉
」
と
か
「
文
化
的
生
活
」
等
の
不
確

定
概
念
の
且
ハ
鐙
的
確
定
の
場
合
に
は
、
政
策
實
施
を
捲
當
す
べ
き
機
關
に
そ
の
具
艦
的
内
容
の
選
揮
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
か
な
る

方
策
を
以
て
最
も
愛
當
な
も
の
と
す
る
か
の
到
定
は
、
政
策
的
な
目
的
合
理
性
の
考
慮
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
、
合
憲
違
憲
の
法
的
裁
定
に
は
適
し

な
い
。
憲
法
上
の
紛
孚
は
か
か
る
政
策
的
論
孚
と
極
め
て
密
接
に
關
蓮
し
、
裁
到
機
關
が
雫
訟
の
形
式
に
お
い
て
、
こ
の
政
策
的
政
治
的
評
慣
を

迫
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
も
憲
法
の
主
要
な
内
容
は
、
各
権
利
主
髄
の
具
艦
的
法
律
行
爲
を
直
接
に
規
律
す
る
行
爲
規
範
と
い
う
よ
り
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

國
家
機
關
の
活
動
範
園
を
規
定
す
る
授
権
規
範
に
重
黙
を
置
く
。
故
に
な
す
べ
き
個
々
の
行
爲
の
内
容
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
て
，
通
常
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
内
容
は
椹
能
を
付
與
さ
れ
た
機
關
の
自
由
な
到
断
に
委
ね
、
憲
法
が
規
律
す
る
の
は
、
各
機
關
の
権
限
帥
ち
活
動
の
限
界
で
あ
る
。
印
ち
各
機

關
の
捲
當
分
野
を
匿
劃
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
行
爲
の
内
容
を
詳
細
に
規
律
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
憲
法
が
直
接
拘

束
す
る
機
關
は
、
國
家
統
治
の
指
導
的
分
野
を
捲
當
す
る
各
部
の
最
高
機
關
で
あ
つ
て
、
特
に
、
國
禽
・
内
閣
の
如
き
は
高
度
の
政
治
性
を
帯
び
た

穫
能
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
裁
鋼
機
關
が
到
決
に
よ
つ
て
抑
制
作
用
を
及
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
、
憲
法
裁
到
が
政
治
と
の
交
渉
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

っ
こ
と
に
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
憲
法
自
禮
が
政
治
性
を
包
含
し
、
そ
の
規
律
の
領
域
が
法
と
政
治
の
接
燭
の
場
で
あ
る
以
上
、



憲
法
事
件
は
政
治
性
を
有
し
、
事
件
が
外
見
上
法
的
雫
訟
の
型
に
構
成
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
實
質
が
政
治
闘
孚
の
間
題
で
あ
つ
た
り
、
ま
た
法
的

孚
訟
で
あ
つ
て
も
、
政
治
的
影
響
の
大
き
な
政
治
間
題
と
の
關
蓮
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
裁
到
機
關
が
こ
の
黙
に
愼
重
な
考
慮
を
沸

わ
ぬ
な
ら
ば
、
裁
剣
制
度
自
鰹
の
崩
壌
の
原
因
を
自
ら
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
他
面
に
お
い
て
憲
法
裁
到
に
封
す
る
誤
解
か
ら
、
實
行
不
可
能

な
期
待
を
裁
到
機
關
に
よ
せ
る
こ
と
が
、
ま
た
裁
到
蓮
螢
上
の
障
害
の
原
因
と
な
る
。
帥
ち
裁
到
事
項
に
つ
い
て
は
廣
汎
な
概
括
主
義
を
探
用
し

て
、
何
等
そ
の
限
界
を
明
示
せ
ず
、
裁
剣
の
基
準
と
な
る
べ
き
法
規
に
は
、
概
括
的
條
項
に
よ
つ
て
多
く
の
室
白
部
分
を
残
し
、
そ
の
具
艦
的
補
完
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

裁
到
機
關
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
間
題
の
解
決
と
そ
の
責
任
が
裁
到
機
關
に
韓
嫁
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
立
法
機
闘
が
完
備
し
た
法
規

を
常
に
制
定
し
う
る
わ
け
で
は
な
く
、
成
文
法
の
枯
渇
を
防
止
す
る
た
め
に
、
不
文
法
に
よ
る
補
完
と
裁
到
機
關
の
適
切
な
解
繹
が
重
要
な
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

を
果
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
憲
法
の
内
容
が
抽
象
的
で
あ
る
か
ら
、
具
艦
的
確
定
に
際
し
て
は
、
不
文
法
の
規
律
が
重
覗
さ
れ
、
裁

鋼
官
の
新
な
事
態
に
封
す
る
適
切
な
理
解
に
ょ
る
解
繹
と
具
饅
法
の
酸
見
が
不
可
歓
の
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
裁
到
の
本
質
と
し
て

憲
法
裁
到
の
場
合
に
無
制
限
に
認
め
う
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
箏
の
規
模
の
狡
い
私
人
間
の
民
事
事
件
と
異
り
、
憲
法
事
件
の
場
合
に
は
、
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

判
官
の
憲
法
に
封
す
る
到
噺
が
、
廣
い
政
治
的
影
響
を
伴
う
た
め
に
、
そ
の
行
過
ぎ
は
裁
到
に
よ
る
政
治
の
非
難
を
生
ぜ
し
め
る
。
帥
ち
「
裁
鋼

所
が
憲
法
の
解
繹
に
際
し
、
政
治
的
考
慮
の
蝕
地
を
保
有
し
、
且
法
創
造
的
に
活
動
す
る
と
か
、
廣
汎
な
擾
張
解
繹
に
よ
つ
て
法
創
造
的
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

椹
能
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
見
解
に
封
し
、
「
憲
法
事
件
に
お
け
る
裁
到
所
の
法
到
噺
は
、
ま
ず
政
治
的
観
黙
よ
り
行
わ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

ぬ
と
い
う
無
理
な
要
求
を
、
軍
に
悪
く
隠
蔽
す
る
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
批
到
の
あ
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
元
來
憲
法
裁
到
は
、

特
別
な
憲
法
裁
劃
所
に
よ
つ
て
集
権
的
に
實
施
さ
れ
る
場
合
と
、
通
常
裁
到
所
の
司
法
的
裁
到
に
附
随
し
て
な
さ
れ
る
と
を
問
わ
ず
、
通
常
の
裁

到
と
異
つ
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
憲
法
裁
到
は
、
法
的
構
成
要
件
に
よ
る
事
實
の
包
撮
（
oo
q
び
鶏
冒
註
書
）
を
本
質

と
す
る
本
來
の
裁
到
の
範
疇
に
は
な
く
て
、
む
し
ろ
憲
法
の
疑
義
の
解
明
・
解
繹
の
確
定
で
あ
り
、
立
法
行
爲
乃
至
は
憲
法
制
定
行
爲
で
あ
る
と

　
　
　
　
（
17
）

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
憲
法
裁
到
作
用
は
、
裁
到
機
關
を
し
て
立
法
機
關
た
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
到
は
決
し
て
政
治
的
統
一
や
形
成
を

　
　
　
裁
到
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
二
七
じ



　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
八
　
　
　
（
二
七
二
）

な
し
、
國
家
の
政
治
的
指
導
を
行
い
う
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
裁
剣
は
そ
の
蓮
用
を
誤
ま
れ
ば
、
こ
の
危
険
を
露
骨
に
表
わ
す
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
た
健
全
な
實
践
の
障
害
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
裁
到
の
政
治
化
に
よ
る
弊
害
を
招
來
す
る
原
因
と
し
て
、
紛
孚
當
事
者
の
政
治
的
態
慶

を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
帥
ち
裁
劃
制
度
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
憲
法
事
件
は
政
治
的
色
彩
を
有
す
る

の
で
あ
り
、
政
治
問
題
は
元
來
政
治
的
闘
孚
に
よ
つ
て
反
封
涯
の
見
解
を
塵
服
す
る
か
、
政
治
的
姜
協
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

　
（
1
8
）

か
ら
、
憲
法
事
件
が
直
ち
に
訴
訟
の
形
式
に
よ
る
裁
鋼
的
解
決
に
適
し
、
且
そ
れ
が
最
良
唯
一
の
解
決
手
段
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
政
治
的
な
憲
法
事
件
に
お
い
て
は
、
わ
が
國
の
警
察
豫
備
隊
違
憲
訴
訟
に
も
見
ら
れ
る
様
に
、
自
己
の
政
治
的
立
場
に
封
す
る
支

持
を
獲
得
す
ぺ
く
裁
剣
制
度
を
利
用
し
、
政
治
的
解
決
を
裁
到
機
闘
に
轄
嫁
す
る
事
態
を
生
ず
る
。
か
く
て
「
堂
事
者
は
政
治
的
紛
雫
を
法
的
に

把
握
し
、
法
的
に
不
正
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
鋼
所
が
疑
惑
に
瀟
ち
た
蕪
派
的
な
政
治
的
偏
見
に
よ
り
到
決
し
た
と
し
、
勝
訴
者
は
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

つ
て
、
同
時
に
政
治
的
姜
営
性
を
も
到
決
さ
れ
た
」
と
速
漸
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
こ
に
政
治
的
評
便
と
法
的
評
憤
の
混
同
が
あ
る
。
言
う
迄
も
な

く
、
適
法
な
主
張
が
常
に
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
正
當
で
あ
る
と
ぼ
限
ら
な
い
。
権
利
に
基
づ
く
行
爲
も
政
治
的
に
正
し
く
な
い
も
の
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

逆
に
政
治
的
に
正
し
け
れ
ば
、
常
に
法
的
に
も
適
法
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
鋼
決
は
法
論
理
的
に
存
在
の
承
認
さ
れ
る
べ
き
結
論
を

到
示
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
常
に
最
良
の
解
決
を
與
え
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
當
事
者
は
各
種
の
紛
孚
を
持
出
し
、
裁
到
機

關
に
無
理
な
解
答
を
請
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
裁
到
制
度
の
定
立
に
際
し
、
立
法
者
が
裁
到
椹
の
範
園
を
正
當
に
確
定
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

あ
る
べ
ぎ
姿
の
樺
限
，
に
比
較
し
、
立
法
者
の
提
示
す
る
裁
到
穫
の
範
園
が
、
か
つ
て
の
列
記
主
義
の
場
合
の
如
く
、
不
當
に
狡
い
場
合
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

逆
に
極
端
な
概
括
主
義
の
場
合
の
如
く
、
廣
汎
な
領
域
を
認
め
た
結
果
、
裁
到
の
到
断
能
力
を
無
競
し
た
不
當
な
要
求
が
提
起
さ
れ
る
危
瞼
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

る
。
か
く
て
、
憲
法
裁
到
に
お
け
る
障
害
は
、
裁
到
官
の
裁
剣
に
封
す
る
自
畳
に
よ
る
そ
の
限
度
を
こ
え
た
要
求
を
排
除
す
べ
き
愼
重
な
熊
度
に

よ
つ
て
、
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
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裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
七
四
）

〔
第
四
〕
　
憲
法
裁
到
の
限
界

　
程
度
の
差
は
あ
れ
、
憲
法
裁
到
に
は
政
治
性
が
俘
う
か
ら
、
こ
の
制
度
の
健
全
な
存
績
を
保
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
極
力
こ
の
政
治
性
を
除
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
①
暮
唇
庫
芭
臼
魯
）
す
べ
き
こ
と
が
要
望
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
即
ち
裁
到
に
お
け
る
制
限
が
法
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
蓮

用
に
お
い
て
審
査
の
限
界
が
是
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
裁
到
的
統
制
を
う
け
な
い
（
冒
鮭
邑
。
9
鴨
甑
o
算
珠
3
一
）
國
家
の
高
権
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
国
。
ぎ
酵
曽
写
）
の
存
在
が
間
題
と
な
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
統
治
行
爲
（
曽
9
雷
3
磯
2
お
旨
Φ
目
①
暮
）
イ
ギ
リ
ス
の
國
家
行
爲
（
8
富
9
ω
富
8
）
ア

メ
リ
カ
の
政
治
問
題
（
℃
＆
江
8
一
名
窪
試
o
冨
）
等
に
つ
き
、
こ
れ
等
が
裁
到
所
の
審
査
の
及
ば
な
い
領
域
で
あ
る
と
の
到
例
が
あ
り
、
西
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
お
い
て
も
、
司
法
國
家
へ
の
高
度
の
襲
展
と
關
蓮
し
て
、
こ
れ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
裁
到
的
統
制
を
受
け
な
い
領
域
の
存
在

に
關
す
る
理
論
的
根
撮
・
範
團
・
限
界
等
に
つ
い
て
は
明
確
な
読
明
が
な
く
、
た
だ
漢
然
と
裁
到
の
政
治
へ
の
不
介
入
と
か
、
高
椹
行
爲
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
事
件
の
審
査
不
適
格
等
が
指
摘
さ
れ
、
審
査
権
の
制
限
は
、
た
だ
裁
到
機
關
の
自
主
的
到
断
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も

そ
の
背
後
に
は
、
理
論
的
到
断
の
外
に
、
裁
到
蓮
螢
に
關
す
る
裁
到
機
關
自
鰹
の
政
策
的
考
慮
が
彿
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な

（
6
）い
。
帥
ち
事
件
に
封
す
る
審
査
到
定
が
惹
起
す
べ
き
種
々
の
結
果
及
び
裁
到
機
關
の
地
位
・
責
任
等
に
鑑
み
、
混
飢
そ
の
他
の
望
ま
し
く
な
い
事

態
の
嚢
生
を
同
避
す
べ
く
、
前
述
の
鴨
蝕
9
訪
坤
鉱
と
か
政
治
問
題
の
考
え
方
に
よ
つ
て
審
査
穫
を
自
ら
否
定
し
、
當
事
者
の
提
訴
を
却
け
た

の
で
あ
る
。
勿
論
此
等
が
、
當
該
事
件
の
特
殊
性
に
の
み
封
鷹
し
た
考
慮
に
よ
る
到
決
で
あ
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
到
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、

審
査
権
の
限
界
に
關
す
る
読
明
は
、
た
だ
複
雑
な
経
験
事
實
が
集
積
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
此
等
を
貫
く
理
論
的
統
一
に
よ
る
解
明
が
な
さ
れ
て

　
　
（
7
）

い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
統
治
行
爲
と
か
政
治
間
題
の
思
想
は
、
裁
到
事
項
に
關
L
何
等
の
制
限
を
置
か
な
い
廣
汎
な
概
括
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
）

が
探
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
制
度
的
法
律
的
に
裁
到
椹
の
限
界
が
明
示
さ
れ
ず
、
國
家
統
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
全
領
域
に
裁
到
的
統
制
が
及
び
う
べ
き
場
合
に
、
そ
の
制
限
を
個
々
の
裁
到
の
實
施
に
際
し
て
實
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
故
に
か
か
る
制

限
の
議
見
創
設
及
び
具
髄
的
事
件
へ
の
適
用
は
、
総
べ
て
裁
到
機
關
の
槽
能
に
委
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
他
律
的
に
裁
剣
の
領
域
に
封
し
て



制
限
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
概
括
主
義
を
前
提
と
す
る
以
上
、
裁
到
樺
は
制
度
的
に
は
原
則
と
し
て
無
制
限
の
も
の
で
あ
り
、
た
だ

そ
の
行
使
に
際
し
て
、
望
ま
し
く
な
い
事
態
を
生
ず
る
場
合
に
、
裁
到
機
關
が
自
律
的
制
限
を
行
う
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
裁
到
の
非

政
治
化
の
目
的
が
、
正
確
に
實
現
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
當
然
に
裁
到
す
べ
き
憲
法
上
の
法
的
紛
雫
が
、
誤
つ
て
政
治
的
な
も
の
と
し
て
排

　
　
（
9
）

除
さ
れ
、
し
か
も
裁
剣
機
關
が
正
當
な
職
務
及
び
責
任
を
同
避
す
る
た
め
に
、
却
つ
て
恣
意
的
に
政
策
的
到
断
を
加
え
る
べ
き
危
険
も
豫
想
さ
れ

　
　
　
　
（
1
0
）

る
の
で
あ
る
。
當
該
事
件
が
漢
然
と
統
治
行
爲
で
あ
る
と
か
政
治
問
題
で
あ
る
と
す
る
の
み
で
は
、
裁
剣
椹
の
限
界
は
確
定
さ
れ
な
い
。
裁
到
機

騒
の
こ
れ
に
關
す
る
剣
噺
を
規
律
し
、
そ
の
基
準
と
な
る
べ
き
法
的
規
定
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
こ
の
憲
法
裁
到
椛
の
限

界
に
關
す
る
間
題
は
、
裁
到
の
實
施
に
お
け
る
裁
到
機
關
の
間
題
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
こ
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
立
法
機
關
の
間
題
で
も

　
（
U
）

あ
る
。
例
え
ば
、
西
ド
イ
ッ
の
憲
法
裁
到
所
は
、
實
質
的
に
廣
汎
な
権
能
を
付
與
さ
れ
て
は
い
る
が
、
決
し
て
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
。
帥
ち

蓮
邦
憲
法
裁
到
所
法
第
十
三
條
に
列
學
さ
れ
た
各
項
目
の
内
容
は
包
括
的
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
憲
法
裁
到
所
が
裁
到
し
う
る
事
項
に
關
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

列
記
主
義
を
と
り
、
そ
の
権
限
を
法
文
に
明
記
し
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
別
に
、
行
政
訴
訟
制
度
で
も
、
概
括
主
義
に
反
省
が
加
え
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

が
、
そ
れ
は
憲
法
裁
到
に
も
袋
當
す
る
。
既
に
各
國
の
實
例
が
示
す
如
く
、
元
首
・
議
會
・
政
府
等
の
外
交
・
戦
雫
若
し
く
は
國
内
政
治
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

る
事
項
に
封
し
、
裁
剣
的
統
制
の
不
可
能
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
裁
到
の
實
施
に
お
け
る
限
界
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
け
だ
し
、
こ
れ
等
の
憲
法

上
の
機
關
の
権
能
に
關
し
て
は
、
形
式
的
に
憲
法
の
條
文
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
の
實
質
的
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
法
規
範
の
確
立
さ
れ
て
い

　
　
　
（
想
）

な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
具
艦
化
は
各
機
關
の
高
度
の
政
治
的
裁
量
に
よ
つ
て
創
造
的
に
實
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
既
存
の
法
規
範

に
よ
る
到
断
作
用
を
本
來
の
権
能
と
す
る
裁
到
機
關
の
捲
當
し
得
な
い
分
野
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
法
律
問
題
と
政
治
問
題
の
匠
別
は
困
難
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

り
、
現
實
の
紛
雫
は
爾
者
が
錯
綜
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
各
機
關
の
性
格
及
び
そ
の
椹
能
の
本
質
か
ら
み
て
、
強
度
の
政
治
性
を
當

然
に
具
備
す
る
も
の
を
、
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
統
治
行
爲
と
し
て
裁
到
の
拘
束
を
う
け
な
い
も
の
に
っ
い
て
は
、
既
に
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

鋼
例
か
ら
齢
納
し
、
元
首
の
行
爲
・
議
會
の
決
議
・
外
交
機
關
の
活
動
・
軍
司
令
官
の
行
爲
等
が
典
型
的
な
も
の
と
し
て
列
奉
さ
れ
て
い
る
。
若

　
　
　
　
裁
判
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
二
七
五
）



　
　
　
裁
鋼
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
二
七
六
）

し
此
等
の
行
爲
が
裁
到
に
適
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
個
々
の
具
饅
的
事
件
に
際
し
、
た
ま
た
ま
強
度
の
政
治
性
を
有
し
て
い
た
理
由
に
よ
り
、

當
該
事
件
に
限
つ
て
裁
到
機
關
の
審
理
か
ら
除
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
常
に
裁
到
機
關
の
統
制
を
う
け
な
い
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

の
部
類
に
属
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
右
の
各
行
爲
は
、
政
治
性
の
少
い
事
件
に
お
い
て
は
裁
到
の
鉗
象
と
な
り
、

政
治
性
の
強
い
場
合
に
は
裁
剣
の
範
園
か
ら
除
か
れ
る
と
い
う
様
に
、
各
事
件
の
具
艦
的
特
殊
性
に
よ
つ
て
相
封
的
に
劃
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
從
つ
て
、
概
括
主
義
に
封
す
る
反
省
と
し
て
重
覗
さ
れ
る
統
治
行
爲
・
政
治
問
題
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
概
括
主
義
と
裁
到
椹
の
限
界

を
個
々
の
具
髄
的
裁
到
の
實
施
に
お
い
て
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
論
理
的
に
は
、
極
端
な
概
括
主
義
を
是
正
し
て
、
姜
當
な
裁
到

椹
の
限
界
を
制
度
上
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
實
践
に
移
す
と
な
れ
ば
、
裁
剣
の
翼
象
と
な
り
得
な
い
行
爲
・
間
題
が
、
事

項
的
・
類
型
的
に
法
律
上
明
記
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
憲
法
裁
到
の
適
切
な
蓮
螢
を
實
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
総
べ
て
の
法
律
間
題
を
解

決
し
う
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
裁
到
的
解
決
に
適
し
た
法
的
孚
訟
に
限
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
憲
法
裁
到
の
存
在
意
義
は
、
憲
法
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

る
要
協
の
蝕
地
の
な
い
間
題
に
つ
き
、
噺
定
的
な
結
論
を
下
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
か
か
る
劃
断
を
必
要
と
す
る
間
題
特
に
國
家
機
關
の
椹
限
の
確

（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

定
と
か
、
基
本
的
人
穫
に
關
す
る
間
題
に
お
い
て
、
具
艦
的
な
違
憲
の
事
態
を
是
正
し
、
被
害
者
の
救
濟
の
且
的
を
果
す
べ
ぎ
場
合
に
、
そ
の
限

度
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
裁
到
機
關
が
積
極
的
に
憲
法
の
内
容
を
確
定
し
、
－
各
機
關
に
よ
る
そ
の
具
艦
的
實
施
を
進
ん
で
指
導

し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
か
く
て
裁
到
に
よ
る
法
保
障
の
要
求
は
、
現
實
に
實
行
し
う
る
限
度
が
常
に
自
畳
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
問

題
は
常
に
憲
法
裁
到
に
よ
つ
て
の
み
解
決
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
各
機
關
の
櫨
能
に
帥
し
た
協
力
に
よ
つ
て
委
當
な
解
決

が
計
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
憲
法
に
お
い
て
は
特
に
、
解
繹
上
種
々
の
結
論
が
考
え
ら
れ
、
裁
劃
に
よ
り
一
義
的
に
断
定
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
。
故
に
、
法
論
理
的
に
正
確
な
解
繹
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
到
決
が
、
直
ち
に
、
最
良
の
結
論
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
　
「
政
治
的
劃
立
に

際
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
新
聞
が
動
員
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
委
員
會
が
召
集
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ッ
で
は
直
ち
に
検
察
官
や
裁
到
官
が
動
員
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臨
）

…
…
そ
の
た
め
裁
到
機
關
に
過
重
な
負
捲
を
加
え
…
…
却
つ
て
満
足
な
解
決
を
得
ら
れ
ず
幻
滅
を
感
ず
る
」
と
い
う
シ
ュ
ナ
イ
ダ
…
の
反
省
は
、



わ
が
國
に
於
て
も
無
硯
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
治
國
思
想
・
司
法
國
家
の
思
想
の
み
で
、
理
想
的
な
國
家
髄
制
を
實
現
し
う
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
議
會
主
権
と
法
の
支
配
の
原
則
の
巧
み
な
爾
立
に
よ
つ
て
、
國
家
椹
力
の
濫
用
を
防
止
是
正
す
る
如
く
、
憲
法
裁
到
も
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

可
能
な
領
域
に
止
ま
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
議
會
制
度
・
多
藪
決
原
理
・
責
任
政
治
等
を
内
容
と
す
る
民
主
國
家
の
理
念
と
の
調
和
を
保
持
し
て
こ

そ
、
そ
の
正
し
い
實
現
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
憲
法
裁
到
作
用
に
の
み
憲
法
の
保
障
を
期
待
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
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．
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4
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ガ
イ
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は
憲
法
裁
剣
の
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種
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あ
る
憲
法
上
の
訴
願
の
場
合
に
、
統
治
行
爲
な
る
が
故
に
、
雷
然
に
裁
剣
の
範
園
か
ら
除
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て

　
　
　
い
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頁
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下
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（
6
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（
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本
公
亘
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司
法
椹
と
政
治
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題
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法
學
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報
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號
六
四
頁
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下
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橋
本
・
前
揚
・
六
七
頁
、
伊
藤
・
前
掲
・
二
六
九
頁
。

宍
曽
自
騰
日
曽
β
P
曽
●
四
。
O
●
oo
．
b
o
●

裁
剣
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待

橋
本
・
前
掲
・
六
一
頁
ー
六
五
頁
。

二
三

（
二
七
七
）



裁
剣
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待

二
四

（
二
七
八
）

（
扮
）
Ω
Φ
貫
①
さ
国
o
琶
臼
①
暮
胃
噂
ω
。
餌
9

（
B
）
国
。
Φ
穿
Φ
暮
げ
①
吋
る
●
鉾
O
●
oo
』
b
o
o
●

（
皿
）
　
ω
魯
μ
O
置
Φ
♪
国
器
目
旨
曽
β
β
の
論
文
の
外
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
田
中
和
夫
・
橋
本
・
齋
藤
氏
の
前
掲
論
文
参
照
、
更
に
詳
細
に
は
、
高
柳

　
　
・
司
法
穫
の
優
位
二
一
〇
二
頁
以
下
。

（
妬
）
　
国
即
q
協
琶
餌
昌
コ
鉾
鉾
ρ
ω
●
“
捗
　
こ
れ
に
封
し
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
法
の
な
い
問
題
が
政
治
問
題
と
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
特
質
が
判
明
し
な
い
と
批

　
　
判
す
る
（
ω
o
げ
昌
①
一
q
①
プ
勲
勲
ρ
の
●
魔
い
）
。

（
蒲
）
　
内
o
①
ロ
リ
①
弱
菖
Φ
び
鉾
鉾
O
●
鉾
曽
O
い
　
山
田
・
前
揚
・
四
一
頁
以
下
。

（
π
）
　
乙
O
魯
昌
①
箆
Φ
さ
騨
鉾
ρ
ψ
＆
庸
●
各
國
に
お
け
る
統
治
行
爲
に
つ
い
て
は
山
田
・
前
掲
論
文
及
び
雄
川
・
前
掲
論
丈
参
照
。

（
1
8
）
　
裁
剣
的
統
制
を
う
け
な
い
行
爲
に
つ
い
て
は
、
全
部
を
列
畢
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
具
髄
的
に
裁
判
官
の
判
籔
に
委
任
す
る
と
か
（
ω
魯
β
①
一
8
♪

　
　
O
o
．
刈
り
”
淋
①
●
）
、
統
治
行
爲
か
否
か
は
、
そ
の
時
の
朕
況
結
果
に
よ
つ
て
定
ま
る
（
国
o
琶
ε
ぎ
鉾
O
Q
●
8
一
怜
山
田
・
前
掲
四
四
頁
）
と
か
読
明
さ
れ
て
い
る

　
　
が
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
統
治
行
爲
の
決
定
は
相
封
的
な
も
の
で
、
山
田
教
授
の
如
く
、
比
例
原
則
に
よ
り
て
剣
定
し
う
る
こ
と
に
な
る
（
山
田
・
前
掲
四

　
　
〇
頁
・
五
二
頁
）
。
從
つ
て
、
裁
判
の
限
界
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
椹
に
封
す
る
他
律
的
な
制
約
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
剣
機
關
が
、
個

　
　
々
の
審
理
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
自
律
的
な
制
約
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
想
）
　
憲
法
裁
判
所
の
判
噺
は
法
的
判
噺
の
範
園
に
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
O
Φ
蒔
①
♪
国
o
目
】
β
①
β
富
♪
ψ
“
）
。
そ
し
て
、
ま
た
政
治
的
な
要
協
及
び
統
治
行
爲

　
　
に
封
す
る
裁
判
に
よ
る
補
完
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
（
国
Φ
簿
Φ
一
）
（
ω
b
即
冒
冒
Φ
5
鉾
鉾
ρ
ω
・
き
団
・
）
。
そ
こ
で
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
憲
法
に
勤
す
る
明
白
な
否

　
　
定
の
存
在
す
る
場
合
、
特
に
、
國
家
・
憲
法
の
存
否
に
關
す
る
檬
な
重
要
間
題
を
憲
法
裁
鋼
の
封
象
と
す
る
（
鉾
騨
ρ
Oo
●
』
）
。

（
2
0
）
　
国
即
亀
日
騨
冨
β
に
よ
れ
ば
、
憲
法
上
の
法
的
紛
箏
と
は
椹
限
雫
議
で
あ
る
（
ピ
Φ
9
β
曾
団
く
0
9
00
’
含
）
。

（
盟
）
　
基
本
的
人
構
と
公
共
の
幅
祉
と
の
調
和
に
關
し
、
立
法
椹
者
の
專
噺
を
抑
制
す
る
鮎
に
、
憲
法
裁
判
の
存
在
す
る
意
義
が
あ
る
と
す
る
見
解
が
注
目
さ
れ
る

　
　
q
8
9
ミ
言
鼠
。
F
O
ご
臼
国
一
窟
轟
凄
目
画
髭
g
ど
量
く
曾
壁
器
昏
鴨
鴨
ユ
魯
琶
｛
9
R
寄
。
馨
ψ
旨
8
日
躍
（
＜
Φ
匡
毬
巽
躍
q
鼠
く
臼
轟
一
ε
飼
｝

　
　
お
密
）
初
●
b
o
Go
“
崩
。
憩
oo
刈
）
。

（
認
）
　
ω
o
ぴ
冒
Φ
箆
Φ
♪
薗
聾
．
O
．
oo
●
“
●

（
2
3
）
　
伊
藤
・
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
お
け
る
主
椹
概
念
、
司
法
穫
の
優
越
（
い
ず
れ
も
「
法
の
支
配
」
所
牧
）
、
及
び
特
に
道
田
信
一
郎
「
違
憲
立
法
審
査
椹
と
國
會
主

　
　
権
」
法
律
時
報
二
四
巻
一
〇
號
一
一
頁
以
下
。

（
2
4
）
　
o
o
も
”
冒
冨
Φ
さ
鉾
鉾
（
∀
●
¢
き
融
噂
民
主
主
義
と
法
治
國
と
の
關
係
に
っ
い
て
、
最
近
興
昧
あ
る
も
の
と
し
て
、
U
Φ
窮
良
轟
虹
Φ
e
乱
国
Φ
魯
富
馨
騨
暮
｝



附
記

雪
①
警
鵬
費
ご
Φ
N
q
ヨ
8
●
O
①
げ
自
苗
＄
瞠
く
O
冨
N
器
O
鴛
冨
O
一
霧
O
日
9
鋒
●
こ
の
5
ち
特
に
蜜
●
一
冒
ご
O
参
P
O
①
皆
①
露
富
麟
暮
O
冒
O
日
す
9
β
含
寄
O
窪
器
富
90
げ

（
¢
oo
㊤
由
●
y
を
●
内
餌
瞬
一
｝
菊
Φ
o
算
器
冨
雪
9
μ
α
ご
Φ
B
o
評
轟
寓
Φ
（
¢
一
自
崩
し
参
照
。

本
研
究
は
、
昭
和
二
九
年
度
科
學
研
究
助
成
補
助
金
を
受
け
た
研
究
課
題
「
立
法
及
び
行
政
と
の
關
係
よ
り
み
た
裁
判
灌
の
範
團
」
（
一
〇
二
九
五
號
）
の
一
部

で
あ
る
。

裁
剣
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待

二
五

（
二
七
九
）


